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特集

第３回 通常総代会
～持続し続けるいわて平泉農業を目指して～

　

Ｊ
Ａ
は
第
３
回
通
常
総
代
会
を
５
月
26
日
、
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
提

出
し
た
10
議
案
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
。
平
成
29
年
度
は
、
新
た
な
３
カ
年
計
画
に
基
づ
き
自

己
改
革
を
進
め
組
合
員
、
地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
10
年
先
も
20
年
先
も
親
し
ま
れ
、
信
頼

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
作
り
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

佐
藤
鉱
一
組
合
長
が
総
代
会
に
あ
た
り
「
合
併
し
て
早

３
年
が
経
ち
、
28
年
度
は
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事

業
を
柱
と
し
た
地
域
農
業
の
振
興
と
、
総
合
事
業
展
開
に

よ
る
く
ら
し
の
活
動
支
援
等
に
よ
る
地
域
貢
献
を
目
指
し

て
事
業
展
開
し
て
き
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
29
年
度

に
つ
い
て
は
本
年
度
か
ら
の
３
カ
年
は
将
来
に
向
け
た
新

た
な
Ｊ
Ａ
作
り
の
重
要
な
年
と
な
る
と
し
「
Ｊ
Ａ
自
己
改

革
に
向
け
て
年
度
ご
と
の
行
動
計
画
や
数
値
目
標
を
定
め

進
捗
管
理
し
な
が
ら
取
り
組
む
と
と
も
に
、
持
続
し
続
け

る
い
わ
て
平
泉
農
業
、
い
わ
て
平
泉
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

黄
金
の
郷
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

決
議
さ
れ
た
議
案

総
代
数
６
９
１
人　

出
席
総
代
数
６
０
７
人

（
本
人
出
席
４
１
２
人
、
委
任
状
出
席
10
人
、
議
決
権
行
使
書
面
提
出
１
８
５
人
）

第
１
号
議
案 

定
款
の
一
部
変
更

第
２
号
議
案 

規
約
の
一
部
変
更

第
３
号
議
案 

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農
業  

 

経
営
事
業
に
関
す
る
同
意

第
４
号
議
案 

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分  

 

案
の
承
認

第
５
号
議
案 

役
員
の
選
任

第
６
号
議
案 

第
２
次
中
期
経
営
計
画
並
び
に
第
２
次
農  

 

業
振
興
計
画
の
設
定

第
７
号
議
案 

平
成
29
年
度
事
業
計
画
の
設
定 

第
８
号
議
案 

平
成
29
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法  

 

の
決
定

第
９
号
議
案 

平
成
29
年
度
理
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の  

 

決
定

第
10
号
議
案 

平
成
29
年
度
監
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の  

 

決
定

附
帯
決
議 

こ
の
総
代
会
に
お
い
て
決
議
し
た
事
項
で
、

行
政
庁
の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更
を
必
要
と
す
る
と
き

は
、
決
議
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
取

扱
い
を
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と

特
別
決
議 

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
実
践
に
関
す
る
事
項

あいさつをする佐藤鉱一代表理事組合長
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平成２８年度事業の成果　剰余金１億円を「経営安定対策積立金」に
資産の状況 （単位：千円）

資産の部合計
負債の部合計
純資産の部合計

155,794,011
146,581,592
9,212,418

単体自己資本比率
16 . 00％

収支の状況 （単位：千円）

事業総利益
事業管理費
事業利益
税引前当期利益
当期剰余金

2,821,997
2,808,346
13,650
76,014
126,608

剰余金処分の概要
1. 当期未処分剰余金
2. 任意積立金取崩額（固定資産圧縮積立金）

計
3. 剰余金処分額
（１）利益準備金
（２）任意積立金
 （内　経営安定対策積立金　※ 1）

 （内　税効果調整積立金　※ 2）

4. 次期繰越剰余金

304,644,800 円
1,951,354 円

306,596,154 円
180,000,000 円
30,000,000 円
150,000,000 円

（100,000,000 円）
（50,000,000 円）
126,596,154 円

※１ 農家経営並びに組合経営の安定及び健全な発展を図るため、会計基準や資産の償却等への対応をはじめ、
 農畜産物価格の急激な下落対策等予測し難い諸リスクに備えるため１０億円を目標に今後積み立てしていく
 ものです。今回の加算で６億円の積み立て金額となります。
※2　税効果会計による繰延税金資産（法人税の前払い部分）の取り崩しに充てるため繰延税金資産相当額を目
 標に積み立てを行うものです。

主
な
質
問
と
意
見
要
望

Ｑ
．
財
務
の
中
の
事
業
利
益
が
平
成
28
年
度
ま
で
減
少
し

て
い
る
。
平
成
25
年
と
比
較
す
る
と
約
半
減
し
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
か
。

Ａ
．
供
給
金
額
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
被
害
賠
償
に
か
か
る
代
替
粗
飼
料
供

給
の
本
格
収
束
、
天
候
不
順
に
よ
る
園
芸
品
目
の
出
荷
量

減
少
、
飼
料
用
作
物
・
飼
料
用
米
の
面
積
拡
大
に
伴
う
コ

ス
ト
低
減
資
材
利
用
等
も
あ
っ
て
前
年
対
比
、
計
画
対
比

と
も
減
少
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
28
年
度
は
降
雪
や
台
風
に
よ
る
災
害
で
ハ
ウ
ス
の
倒

壊
被
害
が
あ
っ
た
。
危
機
管
理
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
災
害
時
の
対
策
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
行
政
や
関
係
機
関
と
危
機
管
理

対
策
基
金
の
創
設

な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活

動
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る

か
。

Ａ
．
現
在
は
課
題

解
決
や
取
り
次
ぎ

の
訪
問
と
な
っ
て

お
り
、
経
営
相
談

や
経
営
改
善
ま
で
の
対
応
は
少
な
い
状
況
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ

の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
部
署
が
連
携
を
強

化
し
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
平
成
30
年
か
ら
政
府
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の

配
分
と
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
県
農
業
再
生
協
議
会
が
県
産
主
食
用
米
の
需
要
量
を

国
の
作
柄
や
民
間
在
庫
の
情
報
を
基
に
算
定
し
、
市
町
村

別
の
主
食
用
米
の
生
産
量
の
目
安
を
算
定
。
そ
れ
に
基
づ

き
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
認
定
方
針
作
成
者
と
協
議

を
行
い
、
単
年
度
の
地
域
水
田
活
用
計
画
を
作
成
す
る
方

向
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
国

に
要
望
を
出
し
、
地
域
の
特
徴
あ
る
農
業
の
展
開
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
検
討
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

要
望
：
来
年
度
の
作
付
け
計
画
に
影
響
が
あ
る
た
め
、
米

の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
を
、
早
め
に
生
産
者
に
示
し
て

ほ
し
い
。

要
望
：
グ
リ
ー
ン
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
、
技
術
向
上
を
し
て
ほ

し
い
。

活発な質問と意見が交わされました
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平
成
29
年
度
事
業
計
画

　

平
成
29
年
度
は
、
あ
ら
た
め
て
協
同
組
合
の
価
値
と

存
在
意
義
、
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
、
支
え
て
き
た

地
域
農
業
、
地
域
社
会
で
の
機
能
と
役
割
を
再
確
認
し

な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織
力
、
結
集
力
、
総
合
力

を
発
揮
す
る
中
で
地
域
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
を
進
め
る
た
め
、
組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

お
役
立
ち
で
き
る
よ
う
次
の
事
項
を
重
点
事
項
と
し
て

事
業
計
画
を
樹
立
し
、
地
域
農
業
の
振
興
、
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

１
．
農
業

農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大

　

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物

を
供
給
す
る
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉
農
業
の
確
立

に
向
け
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事
業
」
な
ど
を

通
じ
て
担
い
手
の
育
成
と
組
合
員
の
農
業
所
得
確
保
・

増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
く
ら
し

地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
の
確
立
と
く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で
地
域
と
の
結

び
つ
き
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
経
営

組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営

　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
改
革
の
推
進
と
組
合
員
・
地
域

住
民
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
財
務
基
盤
の
強
化
と
健

全
な
経
営
基
盤
の
確
立
で
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と

し
て
の
存
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

総
代
会
の
席
上
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
特
別
功
労
者
と
優
良

農
家
組
合
長
に
感
謝
状
を
、
地
域
農
業
の
振
興
に
取
り
組
み
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
い
る
優
良
組
織
に
表
彰
状
が
佐
藤
組
合
長
か
ら
手
渡
し
ま
し
た
。

○
特
別
功
労
者
（
退
任
農
家
組
合
長
）

 

金　

誠
紀 

大
東
町
渋
民

 

小
野
寺　

勘
平 

大
東
町
猿
沢

 
佐
々
木　

昌
夫 

花
泉
町
花
泉

 
佐
藤　

嗣
郎 

大
東
町
曽
慶

 
小
山　

謙
次
郎 

大
東
町
大
原

 

佐
藤　

壽
朗 

一
関
市
舞
川

 

佐
々
木　

利
夫 

一
関
市
厳
美
町

 

小
野
寺　

光
雄 

一
関
市
狐
禅
寺

 

岩
渕　

祐
一 
一
関
市
弥
栄

 

鈴
木　

勇 
一
関
市
厳
美
町

 

佐
藤　

伸
一 

花
泉
町
涌
津

 

及
川　

佐
久
良 

大
東
町
中
川

 

千
葉　

一 

一
関
市
舞
川

 

長
田　

昌 

一
関
市
萩
荘

 

佐
藤　

茂 

一
関
市
厳
美
町

 

千
葉　

勝
衛 

花
泉
町
老
松

 

千
葉　

隆
之 

花
泉
町
涌
津

 

那
須　

宏 

東
山
町
長
坂

組
合
員
等
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）○

優
良
農
家
組
合
長
（
退
任
農
家
組
合
長
）

 

小
野
寺　

兵
吾 

一
関
市
弥
栄

 

和
賀　

正 

東
山
町
松
川

○
優
良
組
織

 

農
事
組
合
法
人

 

ア
グ
リ
パ
ー
ク
舞
川 

一
関
市
舞
川

 

農
事
組
合
法
人

 

と
ぎ
の
森
フ
ァ
ー
ム 

千
厩
町
小
梨

特
別
決
議

自
己
改
革
の
実
践
に
邁ま

い
し
ん進

　

組
合
員
お
よ
び
役
職
員
は
、
従
来
以

上
に
「
自
己
改
革
の
必
要
性
や
農
協
法

５
年
後
検
討
条
項
に
対
す
る
認
識
を
共

有
の
う
え
、
よ
り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
感

と
危
機
感
を
持
っ
て
次
の
事
項
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

１
．
正
・
准
組
合
員
を
対
象
と
し
た
総

合
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
第
２
次
中
期

経
営
計
画
並
び
に
第
２
次
農
業
振
興
計

画
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
着
実
に
実

践
す
る

２
．
農
業
者
の
世
代
交
代
時
期
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、「
農
家
組
合
員
の
所

得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
最

重
点
に
取
り
組
む

３
．
全
組
合
員
・
役
職
員
間
で
情
報
お

よ
び
危
機
感
を
共
有
す
る

４
．
こ
れ
ま
で
の
自
己
改
革
実
践
の
成

果
を
踏
ま
え
、
組
合
員
お
よ
び
役
職
員

一
体
と
な
り
、
自
己
改
革
の
実
践
に
邁

進
す
る

特別決議を提言する
佐藤幸子女性部長

◉
新
役
員
紹
介

　

第
５
号
議
案
が
承
認

さ
れ
新
し
い
理
事
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

総務管理担当

小野寺　キイ子 理事
（平泉町平泉）
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第
２
次
中
期
経
営
計
画
・
農
業
振
興
計
画
達
成
に
向
け
て

　

総
代
会
の
中
で
第
２
次
中
期
経
営
計
画
・
第
２
次
農
業

振
興
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
組
織
や
事
業
、
組
合
員
か
ら
の
要
望
な
ど
が
多

様
化
す
る
な
か
で
、
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事
業
と

く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で
「
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉

農
業
」「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

組
合
」
の
確
立
へ
向
け
、
次
の
最
重
点
施
策
の
達
成
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
農　

業

〔
最
重
点
施
策
〕
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大

　
「
魅
力
増
す
農
業
・
農
村
」
の
創
造
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

に
向
け
、「
選
択
」
と
「
集
中
」
を
基
本
と
し
た
意
識
改
革
の

も
と
、
組
合
員
に
対
し
て
所
得
増
大
と
よ
り
安
い
生
産
資
材

供
給
を
本
分
と
し
、
組
合
員
と
と
も
に
組
織
・
事
業
を
改
善

し
つ
つ
「
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
」「
結
集
で
き
る
拠
点
」
を
目
指
し
、

部
門
間
連
携
に
よ
る
担
い
手
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
化
等
に
よ
り
生
産
者
が
減
少
す
る
中
で
、
関
係
機

関
と
連
携
し
新
た
な
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
と
と
も
に
、

補
助
事
業
等
の
活
用
で
意
欲
あ
る
担
い
手
の
規
模
拡
大
を
支

援
し
ま
す
。
畜
産
に
お
い
て
は
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
支
援
と

し
て
公
共
牧
場
の
機
能
を
充
実
し
周
年
利
用
を
推
進
し
、
生

産
性
の
高
い
畜
産
経
営
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
強
化
に
努
め
、

繁
殖
及
び
肥
育
の
一
貫
生
産
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

◆
く
ら
し

〔
最
重
点
施
策
〕
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化

《
信
用
部
門
》
し
っ
か
り
と
農
業
を
支
え
る
農
業
メ
イ
ン
バ
ン

基準年度
H２８年度実績
金額
2,821,997
876,771
1,065,340
607,150
222,579
60,499
165,865
15,000
88,404

△ 279,615
2,808,346
13,650
124,316
76,014

信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
農業倉庫事業総利益
利用事業総利益
宅地等供給事業総利益
その他事業総利益
指導事業収支差額

事業管理費
事業利益
経常利益
税引前当期利益

事業総利益

第１年度
H２９年度実績

 金額 前年比

第２年度
H３０年度実績

 金額 前年比

第３年度
H３１年度実績

 金額 前年比
2,695,025
709,200
1,025,000
601,771
218,277
73,143
229,546
17,958
74,523

△ 254,393
2,662,037
32,988
129,778
129,778

95.5%
80.9%
96.2%
99.1%
98.1%
120.9%
138.4%
119.7%
84.3%

-
94.8%
241.7%
104.4%
170.7%

2,682,236
700,000
1,017,000
599,697
218,943
74,411
231,900
18,265
73,343

△ 251,323
2,668,681
13,555
110,316
110,316

99.5%
98.7%
99.2%
99.7%
100.3%
101.7%
101.0%
101.7%
98.4%

-
100.2%
41.1%
85.0%
85.0%

2,660,847
679,000
1,010,000
595,520
222,345
75,603
238,574
18,855
73,773

△ 252,823
2,582,885
77,962
174,733
174,733

99.2%
97.0%
99.3%
99.3%
101.6%
101.6%
102.9%
103.2%
100.6%

-
96.8%
575.2%
158.4%
158.4%

総合損益計画
（単位：千円）

ク
機
能
の
強
化
に
よ
り
、
農
業
者
の
所
得
増
大
や
経
営
相
談

等
の
支
援
、
地
域
利
用
者
へ
の
一
層
の
貢
献
に
資
す
る
生
活

メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
強
化
を
図
り
、
利
用
者
満
足
度
の
向

上
と
地
域
利
用
者
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
顧
客
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
即
し
た
営
業
体
制
の
強
化
等
、
施
策
実
践
を

支
え
る
業
務
基
盤
の
強
化
と
人
材
開
発
、
事
業
推
進
の
前
提

と
な
る
健
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

《
共
済
部
門
》
組
合
員
・
地
域
住
民
に
選
ば
れ
、
信
頼
さ
れ
る

Ｊ
Ａ
共
済
を
目
指
し
、
全
戸
訪
問
活
動
（
３
Ｑ
訪
問
）
を
基

軸
に
次
世
代
層
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
万
全
な
保
障
提

供
を
行
い
、
地
域
の
く
ら
し
と
生
活
を
守
り
、
安
心
と
満
足

を
提
供
し
て
い
く
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

《
経
済
部
門
》
地
域
の
食
文
化
の
継
承
と
健
全
な
食
生
活
の

実
現
を
通
じ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食
農
教
育
を
展
開
し
、
生

活
に
密
着
し
た
事
業
の
提
供
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

豊
か
な
地
域
づ
く
り
や
結
び
つ
き
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

組
織
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
経　

営

〔
最
重
点
施
策
〕
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営

　

地
域
の
特
徴
と
組
合
員
等
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま

え
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
と
効
率
的
な
機
能
発
揮
及
び
専
門

性
の
強
化
を
確
保
で
き
る
機
構
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

職
員
の
業
務
遂
行
能
力
の
高
位
平
準
化
の
た
め
、
高
度
・

専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
・
確
保
と
と

も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
強
化
で
組
合
員
・
利
用

者
の
満
足
度
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
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第
２
次
農
業
振
興
計
画

　

第
２
次
農
業
振
興
計
画
で
は
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
推

進
対
策
事
業
」
を
継
続
す
る
こ
と
で
生
産
基
盤
の
維
持
拡

大
を
引
き
続
き
実
践
し
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、
組
合

員
と
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る
安
全･

安
心
な
農
畜
産
物

の
安
定
供
給
に
向
け
た
「
農
業
生
産
拡
大
」
に
集
中
的
に

取
り
組
み
、
食
と
農
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

造
に
よ
る
「
地
域
の
活
性
化
」
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保･
育
成
を
関
係
機
関
と

連
携
す
る
こ
と
で
更
に
強
化
し
、
国･
県
が
実
施
す
る
農

業
政
策
に
対
し
、
組
合
員
の
所
得
確
保
を
第
一
義
と
し
た

提
案
を
実
施
し
ま
す
。

部
門
別
重
点
事
項

１
．
担
い
手
部
門

①「
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
お
よ
び
地
域
実
践
活

動
に
対
し
て
の
支
援

②
集
落
営
農
組
織
の
設
立
の
推
進
・
育
成
、
法
人
化
の
手

続
等
事
務
支
援

③
新
規
就
農
者･

認
定
農
業
者
等
多
様
な
担
い
手
の
確
保

･

育
成

④
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
に
よ
る
担
い
手
と
の

関
係
強
化

⑤
平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
の
見
直
し
お
よ
び
収
入
保

険
制
度
の
対
応

２
． 

米
穀
部
門

①
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み

②
米
穀
共
同
乾
燥
施
設
の

利
用
拡
大

③
新
品
種
「
金こ

ん
じ
き色

の
風
」、

「
銀
河
の
し
ず
く
」
へ
の
取

り
組
み

④
独
自
販
売
を
拡
大
し
、
生

産
者
手
取
り
向
上
へ
の
取

り
組
み

⑤
夏
川
地
区
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
に
よ
る

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
米
の
販

売
力
強
化

３
．
園
芸
部
門

①
重
点
品
目
を
中
心
と
し
た
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大

②
重
点
市
場
及
び
重
点
販
売
先
へ
の
対
応
強
化

③
安
全
で
安
心
な
「
い
わ
て
平
泉
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立

④
効
率
的
な
集
出
荷
体
制
の
構
築

４
．
畜
産
部
門

①
中
核
農
家
の
規
模
拡
大
と
生
産
基
盤
の
整
備    

②
生
産
性
の
高
い
経
営
体
の
育
成   

③
多
様
な
労
働
力
を
活
用
し
た
労
力
軽
減
と
担
い
手
育
成

支
援

④
営
農
指
導
と
連
携
し
た
改
良
と
増
殖
の
推
進

⑤
安
全
・
安
心
の
確
保
と
販
売
促
進
活
動

５
．
生
産
資
材
部
門

①
集
落
営
農
組
織
・
担
い
手
経
営
体
へ
の
「
出
向
く
体
制
」

の
強
化

②
営
農
指
導
、
各
生
産
部
会
と
の
関
係
を
密
に
し
、
予

約
購
買
の
推
進
と
資
材
の　

安
定
供
給

品目
米類
穀類
合　計
野菜
花き
果樹
菌茸
養蚕
合　計
生乳
和牛子牛

肥育牛（黒毛）
肥育牛（その他）
成牛市場
鶏卵
肥育豚
合　計

総合計

　　Ｈ２８実績
4 , 5 2 2 , 7 5 7
1 1 7 , 0 0 2

4 , 6 3 9 , 7 5 9
1 , 4 4 5 , 6 0 6
4 4 2 , 9 0 9
2 4 5 , 0 0 8
2 5 , 9 9 2
8 , 8 1 8

2 , 1 6 8 , 3 3 4
1 , 5 1 9 , 8 9 9
2 , 5 6 3 , 8 8 6
1 , 2 1 0 , 5 2 4
1 3 8 , 6 5 0
3 3 6 , 7 7 9
1 0 , 6 0 0
5 2 , 8 6 8

5 , 8 3 3 , 2 0 6
1 2 , 6 4 1 , 3 0 1

　　Ｈ２９計画
4 , 6 2 4 , 4 7 1
7 6 , 3 5 0

4 , 7 0 0 , 8 2 1
1 , 5 6 7 , 5 4 5
4 6 4 , 0 4 0
2 8 1 , 4 3 0
3 2 , 0 4 0
1 1 , 0 0 0

2 , 3 5 6 , 0 5 5
1 , 4 6 3 , 7 6 0
2 , 3 7 1 , 4 0 0
7 2 0 , 0 0 0
8 4 , 0 0 0
2 5 7 , 8 5 0
7 , 5 6 0
3 9 , 0 0 0

4 , 9 4 3 , 5 7 0
1 2 , 0 0 0 , 4 4 6

　　Ｈ３０計画
4 , 6 4 8 , 1 0 0
7 6 , 5 0 4

4 , 7 2 4 , 6 0 4
1 , 6 5 0 , 8 0 5
4 8 6 , 5 4 0
2 8 1 , 9 5 8
3 5 , 4 8 0
1 1 , 0 0 0

2 , 4 6 5 , 7 8 3
1 , 4 0 4 , 0 0 0
2 , 2 8 9 , 0 0 0
6 4 8 , 0 0 0
8 0 , 0 0 0
2 4 4 , 9 0 0
7 , 5 6 0
3 9 , 0 0 0

4 , 7 1 2 , 4 6 0
1 1 , 9 0 2 , 8 4 7

　　　Ｈ３１計画
4 , 7 0 8 , 3 7 2
7 8 , 5 7 0

4 , 7 8 6 , 9 4 2
1 , 7 0 9 , 6 2 5
5 1 4 , 0 4 0
2 8 2 , 2 1 9
4 0 , 3 6 0
1 1 , 0 0 0

2 , 5 5 7 , 2 4 4
1 , 4 0 4 , 0 0 0
2 , 2 1 9 , 0 0 0
6 4 8 , 0 0 0
7 6 , 0 0 0
2 3 9 , 1 0 0
7 , 5 6 0
3 9 , 0 0 0

4 , 6 3 2 , 6 6 0
1 1 , 9 7 6 , 8 4 6

米
穀

園
芸

畜
産
酪
農

特集 第３回 通常総代会

販売品販売高計画 （単位：千円）


